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令和７年度の取組成果

取組成果１ 火山活動の監視

火山活動監視の継続実施

取組成果２ 大涌谷園地及び周辺の安全対策の推進

(1)地すべり対策の推進

(2)箱根山火山避難計画改定に伴う住民説明会の開催

取組成果３ 箱根山大涌谷避難誘導訓練の実施



〇 箱根山火山の地震活動の監視
〇 地殻変動観測データの解析
〇 大涌谷園地内外における大気中の火山ガス濃度の解析

火山活動監視の継続実施 

取組成果1 火山活動の監視
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⇒ 令和７年度において大きな変化
は見られなかった。

県職員による噴気孔調査の様子
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（１）地すべり対策等の推進 

取組成果２ 大涌谷園地及び周辺の安全対策の推進

地すべり観測

〇 地すべり観測の継続実施 → 令和７年度においておおきな変化はみられなかった

 〇 箱根山火山噴火緊急減災対策砂防計画に基づく対策の実施

【内容】
観測施設による調査や施設整備のための測量等の実施
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（２）箱根山火山避難計画改定に伴う住民説明会の開催 

取組成果２ 大涌谷園地及び周辺の安全対策の推進

〇令和７年３月に箱根山火山避難計画を改定

【内容】 ・新たな想定火口域の設定（航空レーザ測量データを使用して火口地域を見直し）
・ハザードマップの改定（円型から小判型へ）
・避難対象地域と影響範囲の改定（大きな噴石、火砕流・火砕サージ想定の具体化）

旧 新
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取組成果２ 大涌谷園地及び周辺の安全対策の推進

〇箱根山火山避難計画改定に伴う住民説明会の実施

【取組内容】

・神奈川県、箱根町、事業者（委託先）による合同説明会

・ハザード情報を立体模型へ投影するプロジェクションマッピングの作成

⇒ハザードマップ改定の経緯や火山防災への基礎知識などの基本的な部分の解説。プロジェクション
マッピング等を利用し、噴火による避難対象地域と影響範囲を具体的に示した。

【概要】

・説明会対象：箱根町住民

・開催期間：3日間

４月23日(水) 仙石原文化センター 41名

４月24日(木) 宮城野公民館 ５名

４月30日(水) やまなみ荘 17名

【参考画像】プロジェクションマッピング
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【目的】
大涌谷周辺に新たな想定火口が示され、避難誘導方法

に変更する必要が生じたことから、新たな避難誘導体制
の実効性を検証するために訓練を行うとともに、関係機
関の連携強化を図る。

避難経路

【訓練内容】
園地及び県道の2次避難の流れを想定。
県道の渋滞により、車両での避難が不可であるため、

徒歩にて自然探勝歩道を利用し、姥子駅まで避難を実施。

【避難経路】
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取組成果３ 箱根山大涌谷避難誘導訓練の実施

※地理院地図（国土地理院）を加工して作成
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取組成果３ 箱根山大涌谷避難誘導訓練の実施

〇 実施日：令和７年11月20日（木）
〇 訓練参加機関：神奈川県危機管理防災課、箱根町、箱根町消防本部、神奈川県公園協会

箱根温泉供給株式会社、富士箱根伊豆国立公園事務所、神奈川県県西地域
県政総合センター、伊豆箱根バス株式会社、株式会社小田急箱根、箱根DMO
奥箱根観光株式会社、自然環境保全センター箱根出張所
(合計：12機関、29名)

※C地点付近※訓練事前説明
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